
・「東プレブランド」で顧客に信頼される製品をグローバルで提供する Ⅰ)国内事業の競争力強化

・自工程完結の品質システムをグローバルで展開し Ⅱ)新規車種の生産準備スピードアップとコスト管理の徹底

Gr 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早期L-3、L-4脱却を図る Gr
Ⅲ)グローバル拠点への立上り支援体制の強化

・IATF取得に伴い品質保証の更なる改善を行う

Ⅳ)新技術開発への取り組み

1．未然防止及び品質改善活動による品質不具合の撲滅 ・自工程保証の強化・維持 【客先品質Topre Total評価】　

→取引先自動車メーカーの最高品質評価の獲得、維持 ・変化点・異常発生時の対応力強化 ・NISSAN：Leveｌ 『1』の獲得　　　　　　　1.0PPM以下

・HONDA：Level『5』の維持　　　　　　　　６点以下

・いすゞ：Rank『1』の維持　　　　　　　　　不良件数　0件

・三菱：Leveｌ 『1』の獲得　　　　　　　　　1.0PPM以下

・トヨタ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不良件数　0件

2.新機種の完璧な立上げ ・残課題無しでの立ち上げ ・SOP1か月前の安全宣言実施、完了

・立上り不良『０』、立上り異常『０』

　　　　ホンダ30AA：9月 ・初期流動期間中の品質状況の定期確認の実施

　　　　トヨタD03B：9月

3.サプライヤー管理 ・品質管理ﾚﾍﾞﾙの向上 【直納サプライヤー管理値】

　　定期的な品質パトロールの実施 ・日産：STEM・AAPICO　 ➾　不良ｾﾞﾛ

　　溶接品質維持活動 ・本田：TMC・AAPICO　　➾　不良ｾﾞﾛ

・三菱：ASTEER　　　　　　➾　不良ｾﾞﾛ

4.工程監査・品質パトロール・立上り安全宣言等のレベルアップ ・確認、検証項目の見直し ・見直しの完了、運用開始

・確認、検証方法の標準化、教育 ・確認、検証可能人材の育成

　　　量産関係：3人　新規車種関係：3人
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東プレタイスローガン 　　　⇒　全員参加の品質管理で不良”０”の達成

東　　プ　　レ　　タ　　イ　　具　 体 　的 　展　開 狙い・方向性 目　標　値

2023品質方針(JP△１&TH)


